
 

＜別紙＞ 情報提供様式  

 

①事例名 

スクールロイヤーを活用した生徒指導上の課題解決で学校の教員の超過勤務時間を縮減 

②学校名 

野洲市教育委員会                       連絡先０７７－５８７－６０１７ 

③取組分野（複数選択可） 

☑外部人材の活用 （スクールロイヤー・民間人材の活用等、コミュニティ・スクール、地域学校協働本部、地域ボランティア等含む） に関する取組 

④直面していた課題（取組前の様子） 

・各学校は、複雑ないじめの問題や金銭の要求など、日々対応が困難な事案が発生している。解決に向けて、長期に

わたり、保護者等からの訴えに対応しなければならず、絶えず対応策を協議し、長時間勤務が常態化していた。 

⑤在校等時間の縮減に向けた具体の取組内容 ⑥参考となる写真や資料を添付 

スクールロイヤーが、いじめの問題や金銭の要求に対

応することで、学校では対応しきれない問題に対応して

いただくことができた。法的側面からの迅速なアドバイ

スや相手弁護士との対応、保護者等の話し合いを、時に

は同席し、解決に向けて取り組んでいただいた。 

 いじめの未然防止に向けて、子どもたちに向けて、法

的側面からの授業をしていただき、生徒指導上の課題

や問題を少しでも減らしていこうと尽力いただいた。 

 管理職研修会で講演いただき、保護者との「コミュニケ

ーションの不足」からくる諸問題を事例として取り上げ、

解決に向けてどう対応するかなど教えていただいた。 

 

 取組のポイント 

 困ったり、迷ったりしたときに、市教委を通じて、また

は直接、法的側面からの的確なアドバイスをいただくこ

とで、迅速な解決につながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いじめ防止授業  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             管理職研修会資料  

⑦取組の成果 

従来なら、夜間や休日にいたるまでの保護者等対応

になっているものが、スクールロイヤーの迅速な対応や

アドバイスのおかげで、勤務時間内の協議や対応で済

み、教員の働き方改革につながった。 

 

成果のポイント 

スクールロイヤーに相談できる体制があることで、安

心して勤務できる、心理的安定につながっている。教員

ではわからない、訴訟や保障など対応していただける

体制を作っておくことが教員の時間外勤務を減らすこ

とにつながっている。 


